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廃棄物・リサイクル部会 

事業名 目的 内容 

スプレ

ー缶適

正排出

事業 

パッカー車若

しくは清掃工

場の火災の原

因となるスプ

レー缶の排出

方法の問題に

ついて検討及

び事業見直し

を行い、安全

な ご み の 運

搬・処理を図

る。 

１ スプレー缶による火災発生状況について 

平成１９年度の１６件をピークに減少はしているが、こ

こ３年間は依然として、毎年３件以上の火災が発生してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 問題点・課題 

 排出する市民が、穴を開けずに集積場所に出すことが危険

だと知らない 

 排出する市民が穴を開けることが危険・大変 

 各自治体での収集が違う（わかりにくい） 

 穴を開けずに排出できる場所を知らない 

３ 事業見直しに関する検討及び実施 

  スプレー缶専用回収ボックスの設置 

 広報啓発 

 町内会・自治会へのチラシ回覧 

 小学校の社会見学及び中学校の職場体験での教育 

 リサイクルフェア及び消費者広場等のイベントでの

回収ボックスの展示、ポスター掲示 

 市ホームページの刷新 
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４ 活動実績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専用回収ボックスを分別収集常設場・拠点場及び清掃セ

ンター管理事務所前に設置してから、火災は発生していな

い。また、破砕処理施設の火災は本年度０件に防止するこ

とができた。 

５ 今後の取り組み・目標 

 火災発生件数０件 

 広報啓発活動の継続 

 回収場所の増設の検討 

 他の回収方法の調査研究 
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